
　　　　　　　第二巻第一篇 第一章～第四章の主要な論点(マルクスの強調点) 　第三節 商品資本
・Ｗ′ーＧ′＝(W+w)ー(G+ℊ)

　第二巻第一篇第一章～第四章の構成と要旨は、別記どおりであるが、資本が流通過程を通してとる、 　　65P 　GーW(A+Pm)…Ｐ…(W+w)ー(G+ℊ)
資本の価値の変態と循環について述べる。 それは貨幣資本の循環(第一章)、生産資本の循環(第二章)、 　　67P ・剰余価値wにとっては、貨幣形態への商品形態の最初の転化であるが、資本価値Ｗにとって　
商品資本の循環(第三章)、総循環(第四章)で構成される。、 　は、その最初の貨幣形態への復帰、再転化である。
　その循環の全段階は、第一章第四節で述べられ、その総運動、総循環は次の定式に示される。　　 　　69P ・過程の開始と終局とが貨幣資本(G)の形態であることからこそ、循環過程のこの資本の形態は、

第一段階 第二段階 第三段階 　貨幣資本の循環と呼ばれる。
　Gー　W　ーＰ　…　Ｗ′ーＧ′＝　GーW((A+Pm)―P…Ｗ′(W+w)ーＧ′(G+ℊ)　 　　72P ・資本はその過程の終局において、無概念的表現をもって現れる。このことは、Ｗ′(W+w)につ
貨幣資本 生産資本 商品資本 いても言える。Ｗ′においても同じ等質の商品量の量的関係だけの価値部分に過ぎない。

　各段階において、それぞれ資本価値の変態をとる。その資本の変態がどのような意義をもつのか、マルク ★　ここで使用されている無概念的表現の【無概念】は、以降で無概念的区別、無概念的表式で
　スは独特な論理で展開する。 も使用されている。前文の「同じ等量の量的関係だけの商品量の価値部分」と記されていること

から、使用価値を捨象した価値量で、資本の価値表現が貨幣として表現されることをいう。
第一章 貨幣資本の循環 (田久保氏解説ー73、74、)
　この章では、第一節で第一段階として、GーWの貨幣資本の内容が述べられ、次いで生産資本の機能、 　　74P 資本の無概念的表式であるとはいえ、Ｇ′＝G+ℊは、同時にはじめて実現された形態における貨
商品資本の機能が、貨幣機能の特定の段階として、第二章、第三章に先取りして述べられている。 幣資本、貨幣を生み出した貨幣としてのそれである。ここでは、第一段階ＧーW(A+Pm)における
　第一節で重要と思われる箇所は50P以降の、労働力の売り買いによって、貨幣資本から生産資本に転 貨幣資本の機能からは、区別されなければならない。
化していく記述である。(田久保解説ー51、52P) 　第一段階におけるGは、貨幣として流通する。それが貨幣資本として機能するのは、その貨幣状
　51P「貨幣の本性とともに資本関係が与えられているのではない、むしろこの関係の存在こそが、単なる 態としてのみ貨幣機能を行うことができ、それは諸商品としてそれに対立するP(生産)の諸要素Aと
貨幣関係を資本機能に転化しるのである。」 ーこのように労働力売買、価値増殖という資本関係の存在 ＰＭとに置き換えられることができるからである。
が、貨幣資本の機能を生産資本に転化する契機であることを述べている。 ・流通行為においては、Gはただの貨幣としてのみ機能する(GーW)。この過程における資本価値の

第一段階は、同時に、買われる商品AとPmの特殊の使用形態のおかげで貨幣資本の形態である。
　52Pの　「貨幣資本の理解の二つの誤謬」 　　75P ・Ｇ′がこの結果(増殖した資本価値を、資本の総循環過程の目的と結果)を貨幣形態で、実現され
　第一、資本価値が貨幣形態であることによって行いうる諸機能ー購買・支払い・交換ーが、誤って資本 た貨幣資本として表現するということは、それが資本の貨幣形態、貨幣資本であることから生ずる
　　　　　価値の資本性格(価値増殖)から引き出される間違い。それらの機能は、資本価値の貨幣状態、 のではなく、逆にそれが貨幣資本、貨幣形態における資本であること、資本がこの形態で過程を
　　　　　貨幣の現象形態からのみ生ずる。ー現象と本質との混同 開始したこと、貨幣形態で前貸しされたことから生ずるのである。
　第二、貨幣機能を一つの資本機能ともなす貨幣機能の特殊の内容が、貨幣の本性から引き出される。 ・貨幣形態への再転化は、商品資本Ｗ′の一機能であって、貨幣資本の機能ではない。
　　　　ー貨幣と資本との混同 　　76P 貨幣資本と商品資本を区別する特殊の機能は、貨幣機能と商品機能との差異以外にはない。

商品資本は、その形態において貨幣資本よりもより多く合理的であり、より少なく無概念的である。
資本論講座ーGーW＝Ｇー(Pｍ+A)における貨幣機能は、他の諸段階との関連において資本機能となる。 貨幣においては、商品の一切の特殊使用形態が消失するのと同じく、貨幣資本にあっては、生産
3での解説 　　ところが、労働賃金という不合理な形態によって、GーＡは、貨幣をもって労働を購買する 過程のすべての痕跡(ＰＭ、Ｃ、Ｖ、m、Ａ)が消失している。

　　というように捻じ曲げられる。かへいの一般的等価としての機能は、この場合貨幣所有者 (田久保氏解説ー74、75、76P)
　　が貨幣と引き換えに得るのはー労働力ではなくー労働であり、しかも労働力＝商品自身の
　　の価値より大きい生きた労働であるということなる。 第四節 総循環
　　このように、GーＡは、G+労働にすり替えられ、価値増殖のの根拠が隠蔽され、価値増殖が 　　78P ・総運動　ＧーW…Ｐ…Ｗ′ーＧ′＝ＧーW(A+Pm)…Ｐ…Ｗ′(W+w)ーＧ′(G+ℊ)
　　なぜ行われるかということは、二つの誤った議論によって合理化されることになる。 ・流通の二つの変態GーＷと、Ｗ′ーＧ′とのいずれにおいても等しい価値存在が、相互に対立し
・一つは、GーWにおいてGはすでに資本であり、資本として機能すべき性質のものであるから 置き換えられる。価値変化は変態Pに、生産過程に属する。生産過程は、流通の形式的な諸変態
　　、Gによってより大きな価値をもつ商品(生産手段と労働)が、当然購買されてしかるべきと に大して、資本の現実の変態として現れる。資本は一つの総過程の段階をなす一連の諸変態を
　　という議論。 通過する一つの価値として現れる。これらの段階のうち、二つは流通部面に、一つは生産部面に
・二つには、Gはすでに利子を生むべき貨幣、つまり本来的貨幣資本資本であるから、そのよ 属する。
　うな利子生み貨幣は、単なる貨幣として機能するときにも、すでに利子生み資本として機能 ・資本価値は、流通段階でとる形態は、貨幣資本と商品資本の形態である。生産段階の形態は生
　せざるを得ないという議論。 産資本の形態である。

　　・GーWという形態変化のかていのみに注目し、加えて資本制的生産のもとでは、一定価値額の貨幣は、
　　つねに資本として機能しうるという事実を、そのままにあてはめ、労働賃金という不合理な形態にとら 　　79 P 総循環中にこれらの形態を採っては棄て、各形態に対応する機能を行う資本は産業資本である。
　　われ、商品＝労働という、資本家的実践の立場から考えるならば、価値増殖の秘密は解明されず、資
　　本家的生産の神秘化という結果にならざるを得ない。(貨幣・資本の物神化ー俗流経済学批判、田部) 　　81P 一般定式においては、Pの生産物は生産資本の諸要素(A+Pm)とは異なる物質的なもので生産過

程から分離された存在、生産諸要素の使用形態とは異なる使用形態をもつ対象として見られる。
　第二節　生産資本 　＊使用価値の観点から、生産資本の要素と生産物の使用価値とは異なる。
　59P ・生産手段は労働力がが生産資本の人的存在形態として、生産手段と合体した瞬間からはじ 生産物の一部が再び要素として更新された生産に入る場合でさえそうである。

　めて生産資本となる。生産資本P＝A+Pm 　＊具体的には米の例　(田久保氏解説 P81)
　60P ・生産物の価値は、P+Мである。P生産に消費された生産資本の価値と、М生産資本によって

　生み出された剰余価値との和に等しい。 　82-84 交通・運輸業 
ー1ー -2－

総循環の特徴 　118p ＧーＧ′は、貨幣資本(産業資本)が貨幣を生む貨幣であり、価値を生む価値であって、剰余価値を
　85 P (1)貨幣資本の循環は、貨幣形態の産業資本が総過程の出発点と復帰点をなす。定式自体 を生むということを表現するにすぎない。これに反し、Pの循環では、価値増殖過程は第一段階の生

　(ＧーW…Ｐ…Ｗ′ーＧ′)が、貨幣が貨幣として支出されるのではなく、、前貸しされる貨幣 産過程ですでに完了している。そして、第二段階(第一の流通段階)Ｗ′ーＧ′の通過の後には、
　資本であることを表している。それは使用価値ではなく交換価値が運動の規定的な自己目 資本価値プラス剰余価値が、実現された貨幣資本として、第一循環では、最後の極として現れたＧ′
　的であることを表現している。 として既に存在している。剰余価値の生産は、Ｐ…Ｐの形態では、wーℊーwで表示されているが、こ
(2)生産段階 Pの機能は、単純流通を媒介するＧーWとＷ′ーＧ′の二段階を中断し、生産 れは、その第二段階で資本流通の外に出て、収入としての剰余価値を表示する。

　 　過程は、この循環過程そのものの形態で、前貸し価値の増殖手段、生産の自己目的であ 　119Ｐ ・全運動がＰ…Ｐで表示され(Ｐ…Ｗ′ーＧ′ーW…Ｐ)、この形態においても、前貸しされた価値の
　致富として現れる。 増殖、剰余価値の生産は、ＧーＧ′におけると同様に表示されている。ただ、Ｗ′ーＧ′なる行為
(3)出発点は、増殖されるべき貨幣資本Ｇであり、終点では増殖された貨幣資本G+ℊ、Gは実 が、ＧーＧ′では最終段階として現れ、Ｐ…Ｐでは、循環の第二段階、流通の第一段階として現れ
　現された資本として現れる。このことが、Gの循環を他の循環 PとＷ′から二つの仕方で区 るということである。
　別する。 (＊図式化すれば、117Ｐで、生産資本の再生産が、定式Ｐ…Ｗ′ーＧ′ーＷ′(A+Pm)…Ｐ、として
　一方では、両極の貨幣形態によって。貨幣は価値の独立の明瞭な存在形態である。そこ 成長した生産資本として第二の循環を開始する。第二のじゅんんのＰ、およびＧ′は、第一循環の
　では、諸商品の使用価値の一切の痕跡が消失している独立の価値形態にある生産物の それよりも大きい、とのべられている。田部)　　(田久保解説ーp119)
　価値である。 　120Ｐ Ｗ′およびＧ′なる形態においても、価値増殖そのものは、貨幣資本の機能でも商品資本の機能
　他方、 Pの循環(P…P)は必ずしもＰ′(Ｐ+p)とならず、Ｗ′の循環(Ｗ′ーＷ′)は、一般 でもない。*生産資本の機能であり、貨幣資本と商品資本の機能は価値増殖した資本を、流通過程
　に価値差異は認められない。 で、貨幣、商品として表現することでしかない。　(田久保解説ーＰ120)
*　ＧーＧ′の表現としてはそうであるが、価値増殖はＰの過程ではないか。総循環のＰー ・それゆえ、貨幣を貨幣として特徴づけ、商品を商品として特徴づける特殊の属性と機能を、」それら
　価値は同じであるが。(田部)　　(田久保解説ーp85) の資本性格から導きだそうとするのは、背理であり、逆に生産資本の属性を、生産手段として、その

存在様式から引き出すのも、同様に背理である。　(田久保解説ーＰ120)
第二章　生産資本の循環　　一般定式　Ｐ…Ｗ′ーＧ′ーＷ…Ｐ
　94Ｐ 商品 　121Ｐ ・実現された貨幣資本が、再び貨幣資本として、その特殊の機能を開始するや否や、それはＧ′＝

・Ｗ′の一部は商品として出てきた労働過程に再び生産手段として入ることがある。その G+ℊに含まれた資本関係を表現することをやめる。(＊次の表現と同じ。　ＧーＧ′が通過されて、Ｇ′
　部分の価値は貨幣での転化が省かれる。(計算貨幣として独立に表現されない。) が新たに循環を開始するならば、それはＧ′としてではなくGとして現れるのであって、Ｇ′に含ま
*Ｐの過程で生産された生産物の一部が、再生産に生産手段として利用される。 れている全剰余価値が資本化される場合もそうである。　(田久保解説ーＰ121)
　ここでは農業生産物をあげている。(田部)　田久保解説ーp94米の例
・第二に総流通は、貨幣資本の循環にとる形態と反対の形態で表示される。GーＷーG(Gー 第三節、貨幣蓄積、退蔵貨幣、第四節、予備金　略
　Ｗ、WーＧ)が、ここではWーＧーＷ(WーＧ、ＧーＷ)の形態である。

　95p ・PーPの過程のＷ′ーＧ′ーＷの考察　　出発点は商品資本Ｗ′＝W+w＝Ｐ+w 第三章 商品資本
・商品資本の機能Ｗ′ーＧ′(Ｐ+m)は、第一の循環形態で考察された(ＧーＷ…Ｐ…Ｗ′ー  128p 商品資本循環の一般定式 Ｗ′ーＧ′ーＷ…Ｐ…Ｗ′　　拡大再生産
　Ｇ′))この機能は中断された流通の第二段階。全循環の終局段階。循環の第二段階を 　　第三形態と第一、第二形態との差異
　をなすとともに、流通(商品資本のー田部)の第一段階をなす。p119との関連(田部) ・第二に、第一循環と第二循環の反復においては、終点Ｇ′とＰ′が、更新された循環の出発点をな
(＊田久保解説ーp95) (＊図解で対比する必要あり。田部) す場合にも、それらが生み出された形態は消失する。Ｇ′(G+ℊ)も、Ｐ′(Ｐ+Ｐ)も、再びGおよＰとして

　100p ・第二分割されなえない連続的な商品体の場合、実際には価値構成部分か観念的にそれ() 新たな過程を開始する。第三形態では、出発点ＷはＷ′として表示されねばならない。(＊以下で説明)
　ぞれ孤立化される。(　＊建築物のような場合ー田部)　　(田久保解説p100) 　それは次の理由からである。第一形態では、Ｇ′がそのまま新たな循環を開始するや否や、それは

　103p ・一般的流通の部分としての資本循環と、独立の一循環の諸環としての資本循環の関係G 貨幣資本Ｇ′として、増殖されるべき資本価値の貨幣形態における前貸しとして機能する。前貸し資
　　は貨幣資本として資本の循環を続行する。ℊは収入の支出として一般的流通に入るが、 本の大きさは、第一の循環で行われた蓄積によって成長、増加した。しかし、前貸し資本の大きさが42
　資本の流通からは飛び出る。追加的貨幣資本として機能する部分だけが、資本の循環に 2ポンドであろうと、500ポンドであろうと、単なる資本価値として現れることには何の変わりもない。
　入る。　(田久保解説ー103p) ・もはやＧ′は価値増殖された資本、すなわち剰余価値をはらんだ資本としては、資本関係としては存
・第二段階GーW(＊なんの第二段階か？田部)では、資本価値G＝Ｐ(生産資本価値)が剰 在しない。それは、これからの過程で増殖されるものである。Ｐ…Ｐ′についても同じである。Ｐ′はつ
　余価値から離れ、貨幣資本の循環の第一段階GーWと同じ価値量をもって再び現れてい ねにＰとして、剰余価値を遺産すべき資本価値として、機能を続け、循環を更新せねばならない。
　る。　(田久保解説ー103p)

・これに反して、商品資本の循環は、資本価値をもって開始されるのではなく、商品形態で増加された
　104pー ・GーWなる行為は、使用形態にある商品をもって貨幣形態にある商品に換えることだけで 資本価値をもって開始される。したがって、初めから、商品形態で存在する資本価値の循環のみでは
　　　105p 　はなくて、一般的商品流通から独立した、他の要素を含んでいる。(＊GーWの前に、ー なく、剰余価値の循環を含んでいる。

　それがGーＡであるかぎりではーの文がある、田部)　　(田久保解説ー104p)   137p
　108p ・資本価値の貨幣形態が貨幣資本の循環の第一形態(GーW)において持つ独立という仮象 　　第一形態～第三形態での、各資本形態の順序

　は、この第二形態では消失し、かくて第二形態は、第一形態の批判を形成し、第一形態を 第二形態　PーＷ′ーＧ′ーW…Ｐ(Ｐ′)総流通過程は、第一のＰの後に続き第二のＰに先行する。そ
　単なる特殊の一形態としてしまう。　　(田久保解説ー108,109p) れは、第一形態とは反対の順序である。第一のＰは生産資本で、後の流通過程の先行条件としての

生産過程である。これに反し、終局のＰは生産過程ではない。それは生産資本としての形態の産業資
第二節 拡大再生産 本の再存在にすぎない。そうであるのは、最後の流通段階で、資本価値がA+Pmに相合して生産資本
　118P ・Ｐ…ＰをGーＧ′即ち第一循環と比較すると、両者は決して同じ意義をもつものではない。 の存在形態である主体的要因と客体的要因とに転化された結果である。Ｐ…Ｐは、再生産の形態であ

って、ＧーＧ′のように過程の目的としての価値増殖を示してはいない。
ー3－ ー4－

　139P 第三形態の総循環は、Ｗ′ーＷ′である。第三形態を前の両形態から区別されるのは、この循
環でのみ、これから増殖されるべき最初の資本価値ではなく、すでに増殖された資本価値が、そ
の価値増殖の出発点として現れるということである。
・第一と第二形態では、総運動が前貸しされた資本価値の運動として表示され、第三形態では、
価値増殖された資本が商品生産物の姿で出発点をなし、みずから運動する資本、商品資本の形
態をもつ。

　140P Ｗ′ーＷ′のもう一つの、第一、第二形態との区別。三っの循環の共通性は、資本の循環
過程の開始形態と終結形態は同じ。端緒形態を繰り返す。

　141P Ｇ、Ｐ、Ｗ′は、常に資本価値はは前貸しされた形態で、循環の最初の形態。終局形態Ｇ′、
Ｐ、Ｗ′は、最初の形態ではなく、循環中に先行する一機能形態の転化形態。第一形態Ｇ′は
Ｗ′の転換された形態。第二形態終点のＰは、Gの転化された形態。(第一と第二の形態では、
この転化は、商品流通の単純な行程によって、商品と貨幣の形式的な位置交換によつて引起
される。)　第三形態では、Ｗ′は生産資本Pの転化形態。しかし、この第三形態では、第一に
この転化が資本の機能的形態だけでなく、資本の価値量にもかんけいしている。第二に、この
転化は、単に形式的な位置交換の結果ではなく、生産資本の商品構成部分の使用価値と価値
とが、生産過程で遂行した現実の転化の結果である。

　142P 第一循環では、Ｇが、第二循環ではＰが最初の貨幣資本でありうるが、第三循環の
Wー ＧーＷ(A+Pm)…Ｐ…Ｗ′

　Ｗ ーＧ ℊ+W
wー W

では、Wが循環の外部で二回前提されている。一回は、Ｗ′―Ｇ′ーＷ(A+Pm)なる循環にお
いて、商品資本として現れる。次にwーℊーwにおける第二のwにおいても同様に商品資本である。

　143P ・第三形態においてのみ、循環内部でWがWの前提として現れるのは、出発点が商品形態にお
ける資本であることからくる。循環はＷ′がその生産要素をなす諸商品に換えられることによって
開始される。

Wの各局面 ・しかし、この転化は全流通過程WーＧーＷ(A+Pm)を包括するものであり、この過程の結果である。
ここでは、Wが両極に立っているが、商品市場からＧーＷによってW形態を受け取る第二の極は、
循環の最終極ではなく、最初の二段階の最終極に過ぎない。流通過程の結果はＰで、次にその
機能の生産過程が始まる。
・結果として、流通過程の結果としてではなく、Ｗ′が循環の終局として、端緒極のＷ′と同じ形
態で現れる。
・これに反し、ＧーＧ′およびPーＰ′では、終結極であるＧ′とＰは、流通過程の直接の結果で
ある。

　144P 　　他人の手中の諸資本
ここでは、ただ終局においてのみ、一方ではＧ′が、他方ではＰが他人の手にあるものとして前
提されている。循環が両極の間で行われる限り、一方の場合のＧも、他方の場合のＰも、他人の
貨幣としてのＧの存在も、他人の生産過程としてのＰの存在もーこれらの循環の前提としては現
れない。
Ｗ′ーＷ′は、他人の手中の他人の諸商品としのW(A+Pm)を前提し、循環に引き入れられて生
産資本に転化され、生産資本の機能の結果としてＷ′が再び循環の終局となる。

　147P ・Ｗ′の循環が、一個の個別資本の形態として現れるのは、例えば農業の場合である。第二形
態では播他種が、第三形態では収獲が出発点とされる。
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